
イーハトーブ・キャリアプラン 

富
士
大
学
の
あ
る
岩
手
県
花
巻
市
は
、
県

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
宮
沢
賢
治
の
出
身

地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和

40年
に
「
奥
州
大
学
」
と
し
て
開
学

し
、
昭
和

51年
に
現
在
の
「
富
士
大
学
」
に

改
称
さ
れ
ま
し
た
。
 

経
済
学
部
及
び
経
済
・
経
営
シ
ス
テ
ム
研

究
科
の
１
学
部
１
研
究
科
か
ら
な
り
、
①
地

域
の
人
々
へ
の
高
等
教
育
機
会
の
提
供
、
②

地
域
社
会
の
発
展
を
担
う
経
済
・
経
営
人
材

の
育
成
、
そ
し
て
③
生
涯
学
習
の
機
会
を
地

域
に
提
供
し
、
ま
た
研
究
成
果
を
地
域
に
還

元
し
、
地
域
行
政
等
へ
の
助
言
・
協
力
な
ど

を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
大

学
の
使
命
と
し
て
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

 
富
士
大
学
で
は
、
そ
の
た
め
の
取
組
み
と

し
て
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
「
地
域
貢
献
」

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
 

【
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
】
 

●
導
入
の
経
緯
 

 
平
成

23年
４
月
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
が

義
務
化
さ
れ
る
の
を
契
機
に
、
金
融
機
関
で

の
人
材
育
成
や
岩
手
県
初
の
民
間
人
校
長
を

経
験
し
た
馬
上
教
授
を
招
聘
し
て
策
定
さ
れ

た
の
が
、
実
践
的
キ
ャ
リ
ア
教
育
「
イ
ー
ハ

ト
ー
ブ
・
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
」
で
す
。
 

 
こ
れ
は
、「

実
践
力
」
を
備
え
た
「
就
業
力
」

の
あ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
独
自
の
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
で
あ
り
、そ

の
教
育
目
的
は
、 

学
生
が
卒
業
後
、
社
会
を
逞
し
く
生
き
抜
く

た
め
の
次
の
３
つ
の
力
、「

が
ん
ば
り
力
」
を

養
成
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
 

①
社
会
を
正
し
く
生
き
抜
く
力
 

②
学
ん
だ
知
識
を
活
用
す
る
力
 

③
社
会
の
一
員
と
し
て
共
生
す
る
力
 

 
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
宮
沢
賢
治
に
ち
な

ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
、
次
の
４
つ
の
科
目
群

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
科
目
群
」
 

（
キ
ャ
リ
ア
教
育
基
本
科
目
）
キ
ャ
リ
ア
形

成
論
Ⅰ
～
Ⅳ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
 

「
風
ニ
モ
マ
ケ
ズ
科
目
群
」
 

（
職
業
倫
理
科
目
）
教
養
ゼ
ミ
、
企
業
法
務

論
、
起
業
家
育
成
論
等
 

「
雪
ニ
モ
マ
ケ
ズ
科
目
群
」
 

（
職
業
能
力
科
目
）
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
、
メ

ン
タ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
論
等
 

「
夏
ノ
暑
サ
ニ
モ
負
ケ
ヌ
科
目
群
」
 

（
職
業
技
能
科
目
）
日
本
語
の
世
界
、
女
子

学
生
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
論
等
 

 
こ
れ
ら
４
つ
の
科
目
群
の
中
か
ら
、
共
通

科
目
や
進
路
別
に
対
応
し
た
科
目
を
履
修
し
、

１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
一
貫
し
た
体
系
的

な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
う
こ
と
が
、
こ
の
就

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
で
す
。
 

 
ま
た
、
学
内
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
就

職
部
を
改
組
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
門
と
就

職
支
援
部
門
を
統
合
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
 

●
キ
ャ
リ
ア
形
成
論
 

基
本
科
目
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
論
は
、

学
年
進
行
に
応
じ
て
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
あ
る
、

全
員
履
修
の
科
目
で
す
。
こ
の
授
業
で
は
教

室
を
オ
フ
ィ
ス
に
見
立
て
、
座
席
指
定
、
遅

刻
厳
禁
、
始
め
と
終
わ
り
の
礼
を
徹
底
す
る

こ
と
等
に
よ
り
、
社
会
に
出
た
後
の
リ
ア
リ

テ
ィ
シ
ョ
ッ
ク
解
消
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
 

２
年
生
が
履
修
す
る
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
論

Ⅱ
」
で
は
、
全
員
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

体
験
し
ま
す
。
 

 
事
前
指
導
と
し
て
、「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講

座
」
や
「
産
業
人
講
話
」
を
受
講
し
た
う
え

で
、
花
巻
市
を
中
心
と
し
た
近
隣
の
事
業
所

に
出
向
い
て
、
原
則
５
日
間
実
施
し
ま
す
。
 
 

期
間
中
は
、
実
習
日
誌
を
作
成
し
、
終
了

後
は
、
ま
と
め
と
し
て
発
表
会
を
行
い
、
体

験
を
共
有
化
し
て
い
ま
す
。
 

 
受
入
れ
先
企
業
の
業
種
や
職
種
に
つ
い
て

は
、
学
生
の
意
見
を
基
に

40～

50か
所
の

事
業
所
が
選
定
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

職
員
が
交
渉
を
行
っ
て
、
実
施
要
項
を
作
成

し
、終
了
後
は
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
学
生
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
と
な
る
ほ
か
、
地
域
の
企
業
に
大

学
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 ●
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
 

 
取
組
み
に
よ
る
成
果
と
し
て
は
、
雑
誌
の

ラ
ン
キ
ン
グ
で
「
実
就
職
率
」（

卒
業
者
数
か

ら
大
学
院
進
学
者
を
除
い
た
人
数
に
占
め
る

就
職
者
数
の
割
合
）
が
、
全
国
で
も
上
位
に

「
実
践
力
」
を
備
え
た
「
就
業
力
」
の
あ
る
人
材
を

 

育
成
し
、
地
域
の
持
続
・
発
展
に
貢
献
す
る
大
学

 

 
令
和
元
年
度
 
特
色
あ
る
教
育
・
経
営
の
取
組
み
を
行
う
私
立
学
校
の
事
例
集

 

学
校
法
人
富
士
大
学

 

富
士
大
学
 

 

富士大学のキャンパス 



地域貢献の6つのチャンネル 

富士大学スポーツセンター

ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
学
生
募
集
の
際
に
は
、
セ

ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、学

生
の
就
職
先
企
業
に
対
し
て
は
、

大
学
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
大
学
で
身
に
つ
け
た
「
社
会
を

正
し
く
生
き
抜
く
力
」
が
特
に
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
 

 
 

【
地
域
貢
献
に
つ
い
て
】
 

 
地
域
貢
献
は
大
学
設
立
以
来
、
重
要
な
使

命
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成

27年
に
、
現
在
の
岡
田
学
長
が
就
任
し

た
際
に
、
改
め
て
考
え
方
を
整
理
し
、
対
外

的
に
も
「
地
域
貢
献
大
学
」
と
し
て
明
確
に

打
ち
出
す
た
め
、
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。
 

そ
の
体
制
を
６
枚
の
花
び
ら
を
モ
チ
ー
フ

と
し
て
提
示
し
た
も
の
が
次
の
図
で
す
。
 

①
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
、
②
地
域
経

済
文
化
研
究
所
、③
異
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
、

④
教
育
・
研
究
大
学
間
連
携
、
⑤
福
祉
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
⑥
ス
ポ
ー
ツ

振
興
ア
カ
デ
ミ
ー
の
６
領
域
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
 

 
大
学
が
行
う
地
域
貢
献
活
動
の
中
か
ら
今

回
取
材
し
た
、
３
つ
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。
 

●
地
域
貢
献
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

 
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
伴
う
地
域
の

課
題
を
担
う
人
材
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

高
校
、
大
学
、
自
治
体
の
三
者
が
連
携
し
て

実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
 

 
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
希
望
す
る
生
徒
は
、

自
治
体
の
長
及
び
校
長
か
ら
推
薦
を
受
け
て
、

特
別
入
学
試
験
を
受
験
し
て
入
学
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
治
体
か
ら
授
業
料
の
支
援
を
受

け
て
大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 
 
 

在
学
中
は
、「

地
域
創
生
論
」、「

地
域
経
済

論
」
等
の
推
奨
履
修
科
目
、
地
域
に
密
着
し

た
課
題
解
決
型
授
業
、
県
内
の
大
学
等
が
加

盟
す
る
「
い
わ
て
高
等
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
の
単
位
互
換
を
活
用
し
た
授
業
等
を
受

講
し
、
卒
業
後
に
地
元
の
自
治
体
や
商
工
会

議
所
等
に
就
職
し
て
、
地
域
で
活
躍
す
る
人

材
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

 

 
 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
ア
カ
デ
ミ
ー
 

 
当
大
学
で
は
学
生
の
７
割
が
運
動
部
に
所

属
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
人
間
教
育
の
一
環

と
し
て
捉
え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
っ
て
き

た
結
果
、優
秀
な
指
導
者
・
学
生
が
集
ま
り
、

全
国
で
も
有
数
の
運
動
部
強
豪
伝
統
校
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
施
設
面
で
は
、
屋
内
３
０
０
ｍ
ト

ラ
ッ
ク
と
多
目
的
運
動
場
が
一
体
と
な
っ
た

国
内
最
大
級
の
屋
内
総
合
体
育
館
で
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
、
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場

等
の
充
実
し
た
環
境
が
あ
り
ま
す
。
 

大
学
で
は
、こ

れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源（

人

材
、
研
究
成
果
、
施
設
等
）
を
活
用
し
て
、

学
生
、
教
職
員
、
地
域
住
民
と
と
も
に
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
た
豊
か
な
社
会
の
創
造
を
目
指

し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
組
織
と
し
て
、
平

成

29年
に
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
ア
カ
デ
ミ
ー
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
競
技
力
向
上
を
図
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
自
治
体
や
企
業
と
連

携
し
、
健
康
づ
く
り
支
援
や
、
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
ス
ポ
ー
ツ
価
値
を
創
造
す
る
研
究
活
動

な
ど
の
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
受
託
研
究
事
業
 

地
元
企
業
か
ら
の
受
託
研
究
と
し
て
、「
花

巻
型
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業
」
と
い
う
研
究
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

「
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
と
は
、「
Continuing Care 

Retirement Community」
の
略
で
、
米
国

で
始
め
ら
れ
た
、
高
齢
者
の
快
適
な
暮
ら
し

を
実
現
す
る
地
域
開
発
の
こ
と
で
す
。
 

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
、
東
京
一
極
集
中
を

解
消
し
、
人
口
を
地
方
へ
移
転
さ
せ
る
、
地

方
創
生
政
策
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
取
組
み
を
花
巻
の
地
域
で
実
施
す

る
こ
と
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、
成
果
物
の

報
告
書
『「

花
巻
型
コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ル
・
ラ

イ
フ
」
の
提
案
』
を
提
出
し
ま
し
た
。
 

現
在
は
研
究
を
踏
ま
え
て
、
移
住
・
定
住

促
進
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
を

目
指
し
て
関
係
機
関
と
話
し
合
い
を
行
う
な

ど
、
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
 

 

【
取
材
を
終
え
て
】
 

 
岡
田
学
長
の
「
地
方
創
生
の
た
め
に
は
、

人
の
循
環
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
大

学
の
果
た
す
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の

役
割
が
重
要
で
あ
る
。」と

い
う
お
話
が
印
象

的
で
し
た
。

 

 
富
士
大
学
は
、
地
域
に
お
け
る
高
等
教
育

機
会
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
発
展
を

担
う
人
材
育
成
、
地
域
住
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ

資
源
を
活
用
し
た
様
々
な
取
組
み
、
大
都
市

圏
か
ら
の
移
住
者
を
受
け
入
れ
て
地
域
を
活

性
化
す
る
研
究
を
行
う
な
ど
、「

人
の
循
環
」

の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

地
方
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
存
在
意
義

を
感
じ
た
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

 

 
 

（
取
材
）
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

 


